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緊急災害時における放送についてのご要望につきまして

拝啓

平素は、NHKの 放送 に格別の ご理解、 ご協 力を賜 り、厚 く御礼申し上げます。

このたび、貴連盟か らいただきました 「平成23年3月11日 東北地方太平洋沖地震

にお ける聴覚障害者への情報保障について緊急要望(連 本第100594号)」 につきま し

て ご回答 申 し上 げます。

1緊 急災害時 にお けるローカル番 組を含むテ レビ番組への 「手話通訳と字幕」の付

与について

NHKで は、"人 にや さ しい放送"を 公共放送 の重要な使命 とと らえ、すべての

視聴者のみな さまに、ニュースや番組を、見やす く、聞きやす く、わか りやす く、

安心 して こ視聴いただけるよう、鋭意努力を重ねているところで ございます。

なかで も、耳の不 自由な方向けの字幕 ・手話につきましては、これまでも順次拡

充に取 り組んでまい りましたが、今回の震災報道 におきましては、3月11日(金)

の地震発生時 か ら17日(木)の1週 間 で、通常時のニ ュースのおおよそ2倍 の放

送時間 に字幕 を付与 するな ど、NHKと して最大 限の取 り組み を実施 いた してお り

ます。特に、今回は、発災後、速やかに高度なスキルを持つオペレーターや制作 ・

技術担当の要員ならびに必要な設備を確保 し、いち早 く字幕付与に着手 したほか、

従来か ら開発に取 り組んできました音声 自動認識方式 による字幕付与 を一部で活

用するなど、新たな試みもとりいれて、震災関連の報道への字幕付与の拡充に取 り

組んでお ります。

NHKと して 、引き続き、ニ ュースや番組への字幕付与の拡充に努めていく考え

ですが、今回の震災のように長時間にわたる災害報道に字幕を継続 して付与 してい

くためには、オペレーターを常時、相当数確保 し、長時間にわたって字幕を付与す

る体制を整える必要があります。 しかしなが ら、現状では、オペレーターを24時

間体 制で確保 す る ことが難 しい ことに加え、設備面や経費而についても一定の限界



があるなど、解決すべき課題が山積 してお ります。また、音声自動認識方式につき

ましても、認識率の向上や要員の確保などの課題 に引き続き取 り組んでいく必要が

あ ります。

このため、NHKで は、定 時のニ ュース番組へ の字幕付与の計画的な拡充 と音声

自動認識方式の実用化に向けた研究開発 とあわせて、イ ンターネッ トやデータ放送

等 の多様な伝送路を活用 し、必要な情報をいっそ う正確かつきめ細か くお伝えして

いきたいと考えています。

今回の震災 におきまして も、NHKの ホームペー ジ(NHKオ ンライ ン)を 特別

編 集 し、災害 関連 のニュースや各放送局災害情報 ・ニュースをご覧いただけるよう

に したほか、データ放送でも災害関連のニュースや情報 の充実 を図ってお ります。

また、津波警報 ・注意報発令地域はテ レビ画面に文字や地図などで表示 し、津波到

達予想時刻の一覧表示や、被災地域の地図への震度表示、震度の大きい地域につい

ては表での一覧表示の付加など、画面表示だけでも状況が把握できるよう工夫を重

ねてお ります。

なお、ローカル番紅の字幕付与につきましては、全国の放送局で専門のオペ レー

ターを確保す ることが必要とな ります。地方においては、こうした高度な専門能力

を持つ人材を確保す ること自体、難 しい現状にあ ります。また、字幕放送設備につ

いても全ての放送局に導入する必要があり、多額の費用がかかる問題もあ り、今後

の課題 と考えております。

手話につきまして、災害時の緊急報道で手話ニュースを行 うキャスターの方々を

予め、相当数確保し、地震や台風などの緊急報道 に備えて全国の放送局に待機 させ

る体制を組む必要があります。今回、可能な限りの要員の確保 に努め、3月12日(土)

には通常の手話ニ ュース に加 え、14時50分 ～15時 、16時50分 ～17時 で新 たに手

話 ニ ュースを放 送 した ほか、19時55分 か らの放送 を5分 延長 して20時5分 まで放

送 しま した。3月13日(日)以 降 も、通 常1日1～2回 の放送 を3～4回 に増 設す る

と ともに、一部 は時 間を延長 してお伝えしています。また、3月14日(月)か ら3

月31日(木)ま で は、福祉番組 「福祉 ネ ッ トワーク」 に字幕 ・手話(一 部解 説放

送)を 付 け、災害 関連 情報 の放 送 を行いました。3月18日(金)の 「き らっ と生き

る」 につ いて も、字幕 ・手話(一 部解 説放送)を 付 けて放 送 して います。 さ らに、

今回か ら・首相官邸での会見について、会見場の手話通訳者 をワイプで会見画面に

表示 し放送するなど、手話についても可能な限 りの取 り組みを実施 しているところ

で ございます。



2緊 急 災害 時 にお ける、 ロー カル番組を含むニュース、その他の必要な情報の、特

定非営利活動法人CS障 害者放 送統 一機構様 への速やかな提供について

NHKで は、平成16年10月 の新潟 中越地震お よび平成19年7月 の新潟県 中越

沖地震 にお いて、 「CS障 害者放送統 一機 構」様 か らの ご要望を受け、NHKの ホ

ームペー ジに掲載 して いる地震関連情報を
、一定の条件のもと、提供させていただ

いてお ります。

今回の大震災におきましても、NHKの ホームペー ジに掲載 してお ります 「各放

送局災害情報」の使用についてご要望をいただき、これまでと同様の取 り扱いで提

供させていただきました。

なお、緊急報道の際のニュース送出現場は一刻一一秒を争って視聴者のみなさまに

情報 をお届けす る努力を重ねてお ります。こうしたなかでの放送内容についての制

作 における連携や放送の実施以外での特定の相手先への情報提供につきましては

極めて難 しいことは、どうかご理解いただきたく存じます。

今回、貴連盟からいただきました貴重なご意見は、緊急報道をはじめとするNH

Kの 放送等 への参考 にさせて いただ きます。今後 ともNHKの 放 送事業 にご理解 と

ご支援 をいただきますようお願い申し上げます。
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